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                                       要約 
 日本の不登校の問題を考える上で，常に世界の研究に目を向け続けることは必要である。筆
者は 1980 年から 1990 年までの研究の概観を行い，その継続研究として 1991 年から 1 年毎に
ERIC および  PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS の不登校との関連が考えられるキーワード
school  
attendance，school dropouts，school phobia ，school refusal を持つ文献を分類してきている。そ
の継続研究として 2000 年の文献 件について取り上げ分類し検討を加えた。 
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  Ⅰ はじめに 
 筆者(1992a)は，諸外国と日本における不登校の初期研究を踏まえた上で，ERIC および
PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS の school attendance, school dropouts, school phobia, school 






様，DIALOG データベースの ERIC と PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS (PsycINFO データベー
ス)を用い，文献検索を行った。これらの中から不登校との関連が考えられるものについて，キ
ーワード毎に分類した。筆者の作業(1992a)に続くこの継続研究は，今回で 10 年目に当たるが，
同一規準で 10 年分の作業をし，世界での傾向を把握する基礎研究の 2000 年分である。 
 DIALOG データベースでの 2000 年の ERIC では，school attendance に関する文献が 7 件，
school dropouts に関する文献が 15 件，school phobia に関する文献が 0 件，school refusal に関す
る文献が 0 件であった。一方，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS では，school attendance に関す
る文献が 91 件，school dropouts に関する文献が 38 件，school phobia に関する文献が 5 件，school 
refusal に関する文献は 10 件であった。 
 DIALOG データベース 166 件の文献の中で不登校との関連が考えられる 80 件について，キ
ーワード毎に分類し，研究の概観をする。 
 
 Ⅱ 各キーワード毎の研究の概観 




  １ school attendance に関する研究の概観 
  attendance をキーワードに持つ文献 98 件のうち，関連の考えられる 34 件について概観する
ことにする。ERIC では 7 件のうち 4 件，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS では，91 件のうち
30 件を取り上げる。なお，国別では，アメリカ合衆国が 22 件，英国が 6 件，オーストラリア













































  Schoenwald ら(2000)は，精神健康的に非常事態であることを示す児童青年に対する精神医学
での入院と家庭を基盤とした多面的治療(MST)の短期的結果を比較している。重篤な行動上及
び情緒的な問題があり家族と一緒にいる 10～17 歳の 113 人の若者に精神医学での入院か MST
プログラムのどちらかが行われたという。すべての対象者は，治療処置開始時，退院時あるい





  Snowling ら(2000)については，別に今年度 school dropout に関するものがある。ここでは，
特定の読みとり困難が起こっているということを決定するために少年の犯罪者の間で読み書き








  Gullone(2000)らの研究は school refusal との関連もあるが，ここで取り上げることとする。児
童のための恐怖調査目録第２版(E. Gullone and N. J. King, 1992, FSSC-II)の識別妥当性と，登校
拒否の子どもの認知行動療法の効果に対する感度を調査研究している。5～15 歳の登校につい
ての困難さを表している 17 人の子どもが，FSSC-II による事前と事後の治療処置恐怖評価を行
った恐怖に関連し，4 週間の認知行動療法(CBT)を受けたという。結果によれば，事前治療処
置恐怖レベルが以前報告されたよりも高く，CBT 治療処置の対象者と待機名簿統制群との間で



































































































  Bernard ら(2000)は，イングランド南部の比較的若い青年のための入院患者ユニットで「必要
に応じて(prn)」という向精神薬薬物治療の使用について研究を行っている。およそ 7 年の間に
500 の連続して行われた承認の事例記録が回顧的に調べられたという。prn 薬物治療が承認され


















  Mattison(2000)は，school attendance にも関連するが，school dropouts において取り上げるこ
とにする。 





























  Van Matre(2000)は，教師の期待は生徒の成績に影響を与えることができるとしている。これ
らの期待は学校の成績に通じることのないただ一つのさまざまな生徒の特性に基づくことがで
きるという。学習上の期待を形成するときに教師が使用するかもしれない 3 つの生徒の個々の
差，生徒の性別，家族 SES と放課後の活動について調査研究している 24 の架空の生徒記述を
構成している。98 人の教師と学生教師が，これらの記述のうち 12 について判断をしている。




最も低い期待が放課後に何もしない低い SES の男子に対して持たれ，SES グループの間の卒業
見込みの違いは，放課後に何の関わりのない生徒や仕事のある生徒よりも課外活動に参加して
いる生徒が半分であったと述べている。 
















  Carter ら(2000)は，親が彼らの思春期の娘や息子の教育へのかかわり方について調査研究し










































  Place ら(2000)は，school attendance にも関連するが，school refusal において取り上げること
にする。 
 Trusty(2000)は，1988 年の国家教育縦断研究からのデータを用い，8 年生から高等学校後の 2
年間の青年の中等学校後の教育的な期待の安定性を予測する変数を調査研究している。対象者






















 ２ school dropouts に関する研究の概観 
  2000 年の dropouts をキーワードに持つ文献 53 件のうち，関連の考えられる 32 件について概
観することにする。ERIC では 15 件のうち 13 件，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS では，38
件のうち 19 件を取り上げる。なお，国別では，アメリカ合衆国が 30 件，英国が 1 件，カナダ
が 1 件である。 




 Bryant ら(2000)によれば，8 年生から 12 年生の成績，学校との結びつき，学校での不正行為，






























1997 年に，中途退学した 25～34 歳の割合は，1989 年あるいは 1979 年よりも低かったという。
同様の変化は，全ての集団で起こっていたという。一般に，非スペイン語系アメリカ人生まれ
と第一世代およびその後の世代のスペイン語系アメリカ人の間の中途退学率の格差は，1979 年，
1989 年，1997 年で同様であったと述べている。 

















計画を検討している。19 歳以下のマサチューセッツ州の若者の中で，ラテンアメリカ系 は 8.8%
であるという。1997 年では，92,306 人のラテンアメリカ系生徒がマサチューセッツ州立学校に
入学し，K12 に登録される総数の 9.7%を占めている。1998 年に 9 年生になったラテンアメリ








 Pittman と Johnson(2000)は，ある郡における特定のタイプの産業の存在が高等学校中途退学
率に影響を与えるかどうかを決定しようと研究を行っている。また，地方の経済環境と中途退
学率との関係に非都市化の程度がどれほど影響を及ぼすかを明確にしようとしている。アパラ












産時体重新生児率 25 位，乳児死亡率 13 位，貧困におかれた児童の割合 11 位，片親の子どもの
家族の割合 29 位，十代の出生率 42 位，未婚の十代の出生率 18 位，高校中退率並びに卒業率
51 位，十代の未就学率と未就労率 39 位，児童死亡率 32 位，十代の事故死亡率 28 位，十代の
殺人率 35 位，十代の自殺率 49 位である。 
 Tyler(2000)らは，中途退学者に対するあらゆる労働市場賃金の証拠，認知的技能が必要かど
うか，性別及び人種・民族によって賃金が異なるのかどうかについて研究をしている。1986～
1990 年の間に一般教育発達試験 General Educational Development(GED)を受け，最後にこの試験
を受けたときに 16～21 歳であったニューヨークとフロリダの中途退学者に関する情報を含む












 Winglee ら(2000)によると，国立教育統計センター(NCES)は標準コアデータ Common Core of 
Data(CCD)の定義を用いている各州のデータと比較できるようには標準化されていない中途退











に移行している状態を勘案して，1995 年に 10 州であったこれらの変化の起こっている州のデ
ータの出版を NCES が保留し続けることを推奨するものであるとしている。 
  Kaufman ら(2000)は，高等学校中途退学率と卒業率を取り上げている。1998 年のデータ及び
1972 年から 1998 年までの中途退学率及び卒業率を時系列的に表している。また，報告では，
1998 年における高校中途退学と高等学校卒業の特徴を調査している。1997 年に高等学校に入学




も 4 倍，高等学校から中途退学しやすかったという。 中途退学率は，卒業証書を授与されない
で高等学校外にいる 16 歳から 24 歳の若者の特徴を示すものである。1998 年のアメリカ合衆国




年の 4.9%から 1990 年の 10.1%まで増加したという。 
 Jimerson ら(2000)は，発達段階による高等学校中途退学の多元的な指標を展開するために危
機的状態にある子どもの 19 年の縦断的研究からのデータを利用している。対象者は，誕生から



























っている。対象者は，初回面接を 4 年生か 7 年生の時に行い，高等学校の終わりまで毎年面接

















 Pong と Ju(2000)は，1988 年に両親と同居していた 11,094 人の 8 年生の縦断的なサンプルを








  Rumberger と Thomas(2000)は，国家データと非線形多重モデルを用いて，アメリカ合衆国の
高等学校の中での中途退学率と生徒の交代率の分布を調査し，生徒と学校の要因によるこれら
の比率の違いを説明する一連のモデルをテストしている。データは，1988 年の国家教育縦断研




  Gardner ら(2000)は，学校での成績(AA)，長期欠席，中途退学率，および学校での親のかか
わり合いを高等学校の学校規模の関数として調査研究している。学校での成績は SAT 得点によ
り測定され，親の参加については PTA あるいはその他の親の組織の会員資格によって測定され
ている。また学校規模は，カリフォルニア州立高等学校の 2,000 人以上の生徒数の 67 校の大規
模校と 200～600 人の 60 校の小規模校を比較したという。いくつかの仮説とは逆に，大規模校













 Snowling ら(2000)は，特定の言語損傷(SLI)のある就学前の子どもの D.V.M.Bishop と
A.Edmundson(1987)の群から 15～16.4歳の 56人の学校を離れた人たちの読み書き能力技能につ
いて 15 歳の時に評価を行っている。SLI 群は，読み，書き，読書力のテストで年齢の一致して
いる統制群よりも悪く，読み書き能力の結果は，特に 100 以下の IQ の者に対して良くなかっ
















ための技術が 2 年生から 6 年生の 425 人の少年少女の２つの下位サンプルを用いて任意に中途
退学した生徒と継続して登校している生徒に分けられ，学校での行動，成績，個人的な代理人
概念が調査研究されている。 








  Jogerst ら(2000)は，年長者虐待率，郡の人口統計，健康管理資源，社会奉仕の特性との関係
の定義の援助を目的として本研究を行っている。アイオワ州からの郡レベルのデータが，単変
































  Obot ら(2000)は，白人非スペイン語系アメリカ人の実例での関連をテストすることによって，
アフリカ系アメリカ人の中途退学と注射での薬物使用(IDU)との関係のこれまでの研究結果
（ 例えば I.S.Obot ら,1999）を本研究において拡張しようとしている。白人非スペイン語系ア









 3   school phobia に関する研究の概観 
 2000 年の school phobia をキーワードに持つ文献 5 件のうち，関連の考えられる 5 件について
概観することにする。ERIC では見あたらず，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS では 5 件のうち
5 件を取り上げる。なお，国別では，中国が 1 件，トルコが１件，北アイルランドが１件，ア
メリカ合衆国が 2 件である。 
 Qin と Huang(2000)は，学校恐怖症の心理社会的要因と臨床的特徴を研究している。 10～16
歳の学校恐怖症の 16 人の対象者と年齢，性別，学年，成績が一致している普通の北京の 16 人


























述べている。なお，本論文は，school refusal にも関連するが，school phobia の項において取り
上げた。 
 Moore, M.と Carr, A.(2000)は，分離不安， 暗黒および学校恐怖症，全般性不安障害，恐慌性障
















    4  school refusal に関する文献 
 2000 年の school refusal をキーワードに持つ文献 10 件のうち，関連の考えられる 9 件につい
て概観することにする。ERIC では 1 件もなかったが，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS では，
10 件のうち 9 件を取り上げる。なお，国別では，英国が 1 件，アメリカ合衆国が 5 件，日本が













献を調査研究している。対象者は 1992 年度の 428 人，1998 年度の 423 人，計 851 人の中学生
であったという。対象者にはアンケートが行われた。その結果から，1992 年度よりも 1998 年
度の方が学校を避ける傾向が強かったという。学校を拒否する対象者の評価認識ではありきた
りであった対象者の数は，この間増加したが，それらの対象者について批判的だった対象者数






















45.2 歳の 66 人の母親と登校拒否ではない子どもを持つ平均年齢 43.3 歳の 70 人の母親であった
という。子育てスタイル尺度(PSS)と子ども受容尺度を用いて，子育ての態度を評価したとい
う。さらに，自己実現の短い指標(SSA)と 20 個の報告テスト(TST，1997)を自己像を評価する





































   
 Ⅲ おわりに 
 2000 年の ERIC と PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS における不登校に関連すると考えられる
研究では，アルコールや薬物使用，暴力や犯罪等との関連と登校あるいは中途退学に関する文
献が多く見られた。国別では，アメリカ合衆国が多いが，英国の文献が今年はこれまでよりも





 近年日本では，school counselor が導入されてきており，不登校研究との関連も間接的に本論
文中でも取り上げてきているが，文献数としては今年度は重複しているものは 2,3 件を推移し
多いとはいえない。school counselor での検索では PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS (PsycINFO
データベース)では 72 件（1999 年)，65 件(2000 年)であり，これ自体としては本研究とは別に
目を向けていきたい。 
 DIALOG データベースでの 2000 年の ERIC では， school attendance に関する文献が 7 件，
school dropouts に関する文献が 15 件，school phobia に関する文献が 0 件，school refusal に関す
る文献が 0 件であった。一方，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS では，school attendance に関す
る文献が 91 件，school dropouts に関する文献が 38 件，school phobia に関する文献が 5 件，school 
refusal に関する文献は 10 件であった。2000 年の検索文献総数は 166 件でありこのうち 80 件に
ついて取り上げた。検索文献件数は，1997 年 101 件，1998 年 95 件，1999 年 118 件であったの
が今年は昨年よりもかなり増加している。経年変化については，別にまとめるが，増減につい
ては今後も注目しておきたい。 
 基礎研究としての ERIC および PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS の文献を用いた世界の不登







Ball, Caroline;Educationally disaffected young offenders: Youth court and agency responses to truancy  
  and school exclusion.,British Journal of Criminology, 40(4), 594-616 , Fal, 2000 . 
Battin-Pearson, Sara et all：Predictors of early high school dropout: A test of five theories.,Journal of 
  Educational Psychology , 92(3) , 568-582 , Sep , 2000. 
Benson, Herbert; et al：Academic performance among middle-school students after exposure to a 
  relaxation response curriculum.,Journal of Research & Development in 
Education,33(3),156-165,Spr ,   2000. 
Bernard, Paul;et al：The use of 'as required' medication on an adolescent psychiatric unit.,Clinical Child  
  Psychology & Psychiatry ,5(2), 258-266 , Apr , 2000. 
Bernstein, Gail A.; Anderson, Lesley K.; Hektner, Joel M.;Realmuto, George M.：Imipramine compliance in 
  adolescents.,Journal of the American Academy of Child & Adolescent Psychiatry,39(3), 284-291, Mar, 
2000 
Bernstein, Gail A.; Borchardt, Carrie M.et all：Imipramine plus cognitive-behavioral therapy in the treatment 
  of school refusal.,Journal of the American Academy of Child & Adolescent Psychiatry,39(3), 276-283, 
Mar,   2000. 
Bryant, Alison L.et all：Understanding the links among school misbehavior, academic achievement, and 
 cigarette use: A national panel study of adolescents.,Prevention Science , 1(2), 71-87, Jun , 2000.  
Burnett, Michael A. ："One strike and you're out": An analysis of no pass/no play policies.,High School 
  Journal,84(2),1-6, Dec, 2000. 
Carter, Rebecca S.; et al：Parental involvement with adolescents' education: Do daughters or sons get 
  more help? ,Adolescence , 35(137), 29-44, Spr , 2000. 
Collingwood, Thomas R.; et al：Physical training as a substance abuse prevention intervention for 
youth.  
 Journal of Drug Education , 30(4), 435-451, 2000. 
Comings, John et all, Ed.：Annual Review of Adult Learning and Literacy.Volume 1.The Jossey-Bass Higher 
  and Adult Education Series., National Center for the Study of Adult Learning and Literacy,Boston, MA., 
  357pp. 
Evans, Larry D.：Functional school refusal subtypes: Anxiety, avoidance, and malingering.,Psychology in 
the 
  Schools, 37(2), 183-191, Mar, 2000. 
Gardner, Pamela W.; Ritblatt, Shulamit N.; Beatty, James R. ：Academic achievement and parental 
  involvement as a function of high school size.,High School Journal , 83(2), 21-27 , Dec-Jan , 2000.  
Grunbaum, Jo Anne;et al：Cultural, social, and intrapersonal factors associated with substance use 
among 
  alternative high school students.,Addictive Behaviors , 25(1), 145-151 , Jan-Feb , 2000. 
Gullone, Eleonora;et al：The Fear Survey Schedule for Children--II (FSSC-II): Validity data as a 
  treatment outcome measure.,Australian Psychologist ,35(3), 238-243, Nov, 2000. 
Hess, Robyn S. ：Dropping out among Mexican American youth: Reviewing the literature through an 
  ecological perspective., Journal of Education for Students Placed at Risk ,5(3),267-289, 2000.  
High School Dropouts, by Race-Ethnicity and Recency of Migration. Indicator of the Month.;National 
Center 
  for Education Statistics (ED), Washington,DC. (EDD00004), 4pp. 
Hodges, Kay;et al：Psychometric study of the Child and Adolescent Functional Assessment Scale: 
  Prediction of contact with the law and poor school attendance.,Journal of Abnormal Child 
Psychology , 
  28(3), 287-297, Jun, 2000. 
Honma, Tomomi：Changes in junior high school students' views of school attendance and factors controlling 
  their absence and desire for absence.,Japanese Journal of Educational Psychology,48(1), 32-41, Mar, 2000 
Itabashi, Toko：Mothers' self-images and parenting attitudes toward their children who refuse to go to 
school., 
  Japanese Journal of Counseling Science, 33(1), 8-17, Feb, 2000. 
Jimerson, Shane R.et all：A prospective longitudinal study of high school dropouts: Examining multiple 
  predictors across development., Journal of School Psychology,38(6), 525-549, Nov-Dec,2000.  
Jogerst, Gerald J.; et al：Community characteristics associated with elder abuse.,Journal of the 
American 
  Geriatrics Society , 48(5), 513-518, May , 2000. 
Jongsma, Arthur E.Jr.; Peterson, L. Mark; McInnis, William P.：The child psychotherapy treatment planner 
  (2nd ed.).,x, p318, 2000, John Wiley & Sons, Inc--New York--NY--US 
Juvonen, Jaana;et al：Peer harassment, psychological adjustment, and school functioning in early 
  adolescence.,Journal of Educational Psychology , 92(2), 349-359, Jun, 2000. 
Kalil, Ariel; et al：How teen mothers are faring under welfare reform.,Journal of Social Issues,56(4), 
  775-798, Win, 2000. 
Kaufman, Philip; Kwon, Jin Y.; Klein, Steve：Dropout Rates in the United States, 1998. 
  Statistical Analysis Report.,MPR Associates, Berkeley, CA. (BBB21249),99pp.February 2000. 
Kearney, Christopher A.; Hugelshofer, Daniela S.：Systemic and clinical strategies for preventing school 
  refusal behavior in youth., Journal of Cognitive Psychotherapy, 14(1), 51-65, Spr,2000. 
Kemple, James J.; Snipes, Jason C.：Career Academies: Impacts on Students' Engagement and Performance 
in  
  High School.,Manpower Demonstration Research Corp., New York, NY.,200pp. 
KIDS COUNT Data Book, 2000: State Profiles of Child Well-Being., Annie E. Casey Foundation, 
Baltimore, 
  MD. (BBB32721),393pp. 
King, Alan R.：Relationships between CATI personality disorder variables and measures of academic 
  performance.,Personality & Individual Differences , 29(1), 177-190 , Jul , 2000. 
King, Neville; Tonge, Bruce J.et al：Research on the cognitive-behavioral treatment of school refusal: A 
  review and recommendations., Clinical Psychology Review, 20(4), 495-507, Jun, 2000. 
Kohler, Maxie P.; Sapp, Gary L.：Implementation of the "PDQ--Building Skills for Using Print"Workplace 
  Literacy Program for High-Risk Women: A New Approach.,Adult Basic Education, 10(1),39-48,Spr 
2000. 
Kushman, James W.et al：This isn't the place for me: School dropout. ,Capuzzi, David (Ed); Gross, 
  Douglas R. (Ed),Youth risk: A prevention resource for counselors, teachers, and parents (3rded.)., 
  471-507, xviip, 526, 2000,American Counseling Association, Alexandria, VA, US  
Little, Todd D.; et al：Selectivity and generalizability in longitudinal research: On the effects of 
  continuers and dropouts.,Little, Todd D. (Ed); et al Modeling longitudinal and multilevel data: 
  Practical issues, applied approaches, and specific examples.,187-200,269-281 , viip , 297 , 2000, 
  Lawrence Erlbaum Associates, Inc., Publishers, Mahwah, NJ, US  
Luiselli, James K. ：Case demonstration of a fading procedure to promote school attendance of a child 
  with Asperger's disorder.,Journal of Positive Behavior Interventions , 2(1), 47-52 , Win , 2000. 
Lunenburg, Fred C. ：America's hope: Making schools work for all children.,Journal of Instructional 
  Psychology ,27(1), 39-46, Mar, 2000  
Mahoney, Joseph L. ：School extracurricular activity participation as a moderator in the development of 
  antisocial patterns.,Child Development , 71(2), 502-516, Mar-Apr , 2000. 
Mattison, Richard E.：School consultation: A review of research on issues unique to the school 
  environment.,Journal of the American Academy of Child & Adolescent Psychiatry,39(4),402-413, 
Apr, 
  2000. 
McNamara, Kathy：Outcomes associated with service involvement among disengaged youth.,Journal of 
  Drug Education , 30(2), 229-245 , 2000. 
Moore, Maggie; Carr, Alan：Anxiety disorders.,Carr, Alan (Ed). What works with children and    
  adolescents?:,A critical review of psychological interventions with children, adolescents and their 
families., 
  178-202 , xii_p, 364, 2000. 
Morris, Robert C.：Curriculum for At-Risk Students., the Annual Meeting of the American Educational 
  Research Association (New Orleans, LA, April 24-28, 2000).,40pp., April 28, 2000. 
Nevada KIDS COUNT Data Book, 2000: County, Regional and State Profiles of Child and Family 
Well-Being  
  in Nevada.,123pp. 
Obot, Isidore Silas; Anthony, James C.：School dropout and injecting drug use in a national sample of 
  white non-Hispanic American adults.,Journal of Drug Education , 30(2),145-155, 2000.  
Paul, Henry A.：Is my child OK?  When behavior is a problem, when it's not, and when to seek help., xxiv, 
  p291, 2000,Dell Trade Paperback/Dell Publishing Co--New York--NY--US 
Pittman, Robert B.; Johnson, Julie T. ： Local Economic Environment and Dropout Rates in 
Appalachia.,Annual 
  Meeting of the American Educational Research Association,28pp. 
Place, Maurice; Hulsmeier, Jessica et all：School refusal: A changing problem which requires a change of 
  approach?,Clinical Child Psychology & Psychiatry, 5(3), 345-355, Jul,2000. 
Pong, Suet-Ling; Ju, Dong-Beom ：The effects of change in family structure and income on dropping 
out 
  of middle and high school.,Journal of Family Issues , 21(2), 147-169, Mar ,2000 . 
Porteus, Kimberley; et al：'Out of school' children in South Africa: An analysis of causes in a group of 
  marginalised, urban 7- to 15-year-olds.,Support for Learning , 15(1) , 8-12 , Feb , 2000.  
Prevatt, Frances F.;et al：A review of school reintegration programs for children with cancer.,Journal of 
  School Psychology , 38(5), 447-467, Sep-Oct ,2000. 
Qin, Xiaoxia; Huang, Yongjin : Psychosocial factors and clinical features of school phobia.,Chinese Mental 
  Health Journal, 14(5), 346-347, Sep, 2000. 
Reyes, Olga;et al：A longitudinal examination of the transition into senior high school for adolescents 
 from urban, low-income status, and predominantly minority backgrounds.,American Journal of 
  Community Psychology , 28(4), 519-544 , Aug , 2000. 
Reynolds, Martina; et al：Emotional disclosure in school children.,Journal of Child Psychology & 
  Psychiatry & Allied Disciplines , 41(2), 151-159 , Feb , 2000. 
Rhode Island Kids Count Factbook, 2000.,Rhode Island KIDS COUNT, Providence. 
(BBB34310),214pp., 
  2000. 
Ripple, Carol H.;et al：Academic risk among inner-city adolescents: The role of personal attributes., 
  Journal of School Psychology , 38(3), 277-298 , May-Jun ,2000. 
Rosenfeld, Lawrence B.;et al：Social support networks and school outcomes: The centrality of the    
  teacher.,Child & Adolescent Social Work Journal , 17(3), 205-226 , Jun, 2000. 
Rumberger, Russell W.; Thomas, Scott L. ：The distribution of dropout and turnover rates among urban 
  and suburban high schools.,Sociology of Education , 73(1), 39-67, Jan, 2000.  
佐藤正道 1992a 『世界の不登校研究の展望－1980 年以降の ERIC および PSYCHOLOGICAL   
  ABSTRACTS の  文献を中心に』,鳴門教育大学修士論文,p.295 
佐藤正道 1992b 『1991 年の世界の不登校研究の概観－ ERIC および PSYCHOLOGICAL  
  ABSTRACTS の文献から－』,鳴門生徒指導研究 第２号,91-110 
佐藤正道 1993 『1992 年の世界の不登校研究の概観－ ERIC および PSYCHOLOGICAL  
  ABSTRACTS の文献から－』,鳴門生徒指導研究 第３号,179-197 
佐藤正道 1994 『1993 年の世界の不登校研究の概観－ ERIC および PSYCHOLOGICAL  
  ABSTRACTS の文献から－』,鳴門生徒指導研究 第４号,174-187 
佐藤正道 1995 『1994 年の世界の不登校研究の概観－ ERIC および PSYCHOLOGICAL 
  ABSTRACTS の文献から－』,鳴門生徒指導研究 第５号,156-167 
佐藤正道 1996 『1995 年の世界の不登校研究の概観－ ERIC および PSYCHOLOGICAL 
  ABSTRACTS の文献から－』,鳴門生徒指導研究 第６号,154-168 
佐藤正道 1997 『1996 年の世界の不登校研究の概観－ ERIC および PSYCHOLOGICAL 
  ABSTRACTS の文献から－』,鳴門生徒指導研究 第７号,89-104 
佐藤正道 1998 『1997 年の世界の不登校研究の概観－ ERIC および PSYCHOLOGICAL 
  ABSTRACTS の文献から－』,鳴門生徒指導研究 第 8 号,181-203 
佐藤正道 1999 『1998 年の世界の不登校研究の概観－ ERIC および PSYCHOLOGICAL 
  ABSTRACTS の文献から－』,鳴門生徒指導研究 第 9 号,100-121 
佐藤正道 2000 『1999 年の世界の不登校研究の概観－ ERIC および PSYCHOLOGICAL 
  ABSTRACTS の文献から－』,鳴門生徒指導研究 第 10 号,86-109 
Schiller, Kathryn S.; Muller, Chandra ：External examinations and accountability, educational 
  expectations, and high school graduation.,American Journal of Education,108(2),73-102 ,Feb, 2000. 
Schinke, Steven P.;et al：Enhancing the educational achievement of at-risk youth.,Prevention Science, 
  1(1),51-60, Mar , 2000 . 
Schoenwald, Sonja K.; et al：Multisystemic therapy versus hospitalization for crisis stabilization of 
youth:  Placement outcomes 4 months postreferral.,Mental Health Services Research, 2(1), 3-12, 
Mar , 2000. 
School Practices To Promote the Achievement of Hispanic Students. ERIC/CUE,Digest Number 153., 
 ERIC Clearinghouse on Urban Education, New York, NY.,(BBB00899),4pp.,March 2000. 
Snowling, Margaret J.et al：Is preschool language impairment a risk factor for dyslexia in adolescence?  
 Journal of Child Psychology & Psychiatry & Allied Disciplines , 41(5), 587-600, Jul , 2000.  
Snowling, Margaret J.; et al：Levels of literacy among juvenile offenders: The incidence of specific   
 reading difficulties.,Criminal Behaviour & Mental Health , 10(4), 229-241, 2000. 
Temple, Judy A.; Reynolds, Arthur J.; Miedel, Wendy T.：Can Early Intervention Prevent High School 
  Dropout? Evidence from the Chicago Child-Parent Centers.,Urban Education, 35(1),31-56,Mar 2000. 
Tobin, Tary; Sprague, Jeffrey：Alternative education strategies: Reducing violence in school and the 
  community.,Journal of Emotional & Behavioral Disorders , 8(3),177-186, Fal, 2000.  
Trusty, Jerry ：High educational expectations and low achievement: Stability of educational goals 
across 
  adolescence.,Journal of Educational Research , 93(6), 356-365 , Jul-Aug , 2000. 
Tyler, John H.et all：Cognitive Skills Matter in the Labor Market, Even for School Dropouts.,NCSALL 
  Reports #15.,National Center for the Study of Adult Learning and Literacy, Boston, MA.,31pp. 
Uriarte, Miren; Chavez, Lisa：Latino Students and the Massachusetts Public Schools.,Massachusetts Univ.,  
  Boston. Mauricio Gaston Inst. for Latino Community Development and Public Policy.,27pp. 
Van Matre, Jill C.;et al：Effect of students' after-school activities on teachers' academic expectancies., 
  Contemporary Educational Psychology , 25(2),167-183, Apr, 2000. 
Verduyn, Chrissie ：Cognitive behaviour therapy in childhood depression.,Child Psychology & 
Psychiatry 
  Review ,5(4), 176-180, 2000. 
Weller, L. David：School Attendance Problems: Using the TQM Tools To Identify Root Causes., 
  Journal of Educational Administration, 38(1),64-82,2000. 
Winglee, Marianne et all：A Recommended Approach to Providing High School Dropout and Completion 
  Rates at the State Level. Technical Report.,National Center for Education Statistics (ED), 
Washington,DC. 
  (EDD00004); Westat, Inc., Rockville, MD.,59pp. 
Yelken, Berkant; Kaptanoglu, Cem：Panik Bozuklugunun Sosyodemografik Oezellikler ve Aile Islevselligi 
  Acisindan Major Depresyon Ile Karsilastirilmasi., (The comparison of panic disorder with major 
depression 



















A Review of the Studies about Non-Attendance at School,School Phobia,and School Refusal in the 
World(2000)  :SATO,Masamichi  
 
